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市第 59 号議案 平成 22 年度横浜市一般会計補正予算（第 2 号）（関係部分） 
 
 

平成２２年度９月補正予算案について 
 
 

９月補正では、経済・市民生活対策補正及び執行状況等にあわせた補正を行います。 
 
【歳入歳出予算補正】 

        一般会計             １２事業      ▲１９百万円 
       特別会計（中央と畜場費会計）  １会計       ▲３２４百万円    

全会計総計                        ▲３４３百万円 
 

【債務負担行為補正】 
予算外義務負担の追加       ６件（一般会計５件、特別会計１件） 

  
    ※各項目で四捨五入しているため合計が一致しない場合があります。 

 
 
  １．一般会計歳入歳出予算補正  
 

（１）歳入補正 
 

      （こども青少年費国庫補助金等を収入見込額に合わせ補正） 

 

 
      （こども青少年費県補助金等を収入見込額に合わせ補正） 

 

 
      （建物貸付収入を収入見込額に合わせ補正） 

 

 

      （福祉事業寄附金を収入見込額に合わせ補正） 

 

 
 

予算議案 24 ページ 予算説明書 36 ページ 
 

 （こども青少年債等を執行見込額に合わせ補正） 

 

 

平 成 ２ ２ 年 ９ 月 １ ４ 日 
都市経営・総務委員会配付資料 
総 務 局 

※網掛け部分は当局所管 

イ 県支出金                  115 百万円 

オ 繰越金                   531 百万円【当局所管】 

  （前年度繰越金の一部を活用） 

ア 国庫支出金                   1 百万円 

カ 市債                   ▲801 百万円 

エ 寄附金                  138 百万円 

ウ 財産収入                    ▲3 百万円 
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（２）歳出補正 
 

歳出補正  １２事業  ▲１９百万円 〔国費 1 県費 115 その他 135 市債▲801 一般財源 531〕 

 

■ひとり親家庭等在宅就業支援事業【経済・市民生活対策】      １８百万円〔県費〕 

 

厳しい就業状況に置かれている、ひとり親家庭等を対象に、ＩＴ関係の能力開発や業務開拓等

を行い、経済的自立に向けた就業支援を実施するために要する経費を補正。  

【事業概要】 

       １ 実施内容   

（１）対象 ひとり親家庭の母または父、寡婦（合計 90 人） 

（２）ＩＴ関係の能力開発及び訓練手当の支給 

           能力や目的に応じたコース設定を行い、参加者を募り、主に在宅で訓練を実施。 

また、期間中の生活を支援するため、期間中には訓練手当を支給する。 

・訓練手当支給額：月額 1.5 万円～5万円（コース及び訓練内容により支給額を設定） 

        （３）業務開拓等             

        ２ 実施方法  

委託により実施 

３ 事業費・事業内容         

Ｈ２２ １８百万円 事業者選定、参加者募集等 

Ｈ２３ １１８百万円 訓練実施、手当支給、業務開拓等 

合 計 １３６百万円  

         ※23 年度の支出については、債務負担行為の補正を行う。 

４ 財源 

          安心こども基金（県費） 

 

 

 

■施設入所児童等への特別支援事業【経済・市民生活対策】     ７２百万円〔県費〕 

 

児童福祉施設に入所する児童等で、子ども手当の支給対象とならない児童を対象に、児童が入

所する施設等に対して、子ども手当相当額を支給するために要する経費を補正。  

【事業概要】 

１ 対象児童 

児童福祉施設等に入所または委託されている児童のうち、子ども手当の支給を受ける

父母等がいない児童。＜対象者見込：約 460 人＞ 

※児童福祉施設等：乳児院、児童養護施設、知的障害児施設、里親 等 

       ２ 対象経費 

          対象児童に係る、物品購入、趣味、会食、旅行などの活動に要する経費。 

※金銭給付やそれに類するものの購入経費は除く。 

       ３ 財源 

           安心こども基金（県費） 
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■若者サポートステーション機能強化事業【経済・市民生活対策】   ２５百万円〔県費〕 

 

      職業訓練など就労支援のほか生活上の支援が必要な若者への対応を強化するために要する 

経費を補正。 

【事業概要】 

１ 実施内容 

    職業訓練など就労支援のほか、様々な生活上の課題を抱え、包括的な支援を必要とす

る若者を対象に、伴走的かつ継続的な支援を行う人材を配置する。 

＜対象者見込：200 人程度＞ 

２ 実施方法  

既に開設されている「若者サポートステーション（よこはま、湘南・横浜）」の分室を

設け、新たな人材を配置することで事業を実施。 

３ 財源 

           緊急雇用創出事業臨時特例基金（県費） 

 

 

 

■横浜市福祉推進事業                         １３８百万円〔寄附金〕 

 

 

 

 

■個別予防接種事業                        ４５３百万円〔一般〕 

 

      日本脳炎の予防接種については、新ワクチンが開発され、安全性が確認されたこと等により、

対象者（３歳児）への積極的勧奨を再開するよう国から通知があった。そのため、本市でも、対

象となった第１期対象者への勧奨を再開しており、今後、第２期対象者への接種再開も見込まれ

るため、両対象者の接種者数の増加に要する経費を補正。 

【事業概要】 

１ 日本脳炎の予防接種の内容（標準年齢、回数） 

  ・第１期 ＜初回＞３歳中に２回、＜追加＞４歳中に１回 

  ・第２期 ９歳中に１回  

２ 経過 

  ・H17.5～  厚生労働省勧告により、積極的勧奨を差し控え 

  ・H22.4.1～ 厚生労働省からの通知（H22.4.1 付）により、３歳児（第１期初回） 

にのみ積極的勧奨を再開。 

   ※８月中の省令改正により、第２期対象者への接種も再開される見込み。 

３ 接種見込数（補正分） 

約５万人 

      

 
    

健康福祉・病院経営委員会での審議を受け、事業内容を再検討いたします。 
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   ■震災対策事業（資源循環局都筑工場耐震補強工事）   １１百万円〔国費 1市債 5一般 5〕 

 

新耐震基準を満たしていない都筑工場について、耐震補強工事に対する国の認証が得られたこ

とから、耐震補強工事及び老朽化に伴う補修工事に要する経費を補正。 

【事業概要】 

     １ 工事内容 

       ・耐震補強工事：工場棟及び煙突を対象に実施 

       ・補修工事：屋上防水、外壁補修 

       ２  事業費                       （単位：百万円） 

財源内訳  
事業費 

国 市債 一般財源 

合 計 １，１１６ １５０ ６５８ ３０８ 

Ｈ２２ １１ １ ５ ５  

Ｈ２３ １，１０５ １４９ ６５３ ３０３ 

         ※23 年度の整備費については、債務負担行為の補正を行う。 

        

 
■青葉消防署青葉台消防出張所複合施設整備事業[※４施設（事業）の合計] 

      ▲８７４百万円〔財産収入▲3 市債▲944 一般 73〕 

 

22 年１月に着工し、施設整備を進めていた青葉台消防出張所複合施設整備事業において、22

年３月、油を含有した土壌が確認されたため、早急に油含有土の処分及び安全対策を実施した。

そのため、22 年度中のしゅん工及び本市による建物の取得が困難となったので、建物取得費等

について減額補正を実施。 

【事業概要】 

１ 内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

       ※執行見込額の内訳 ・油含有土の処分及び安全対策関係費（120 百万円） 

・整備に係る事業推進調整業務費（18 百万円） 

※23 年度に必要な建物取得費等については、債務負担行為の補正を行う。 

       ２ しゅん工予定   平成 23 年６月 

       ＜参考＞油含有土の処分及び安全対策 

   ・土壌汚染調査結果 指定基準を超える特定有害物質（ベンゼン・鉛）は未検出。      

・油含有土の処理内容 全ての油含有土を外部に搬出し、セメント原料化処理を実施する

など、適切な安全対策を実施。 

 
 

＜施設別補正額＞ （単位：百万円）

施設名（局） 当初予算額 執行見込額
差引

（減額補正額）

消防出張所（消防） 554 131 ▲423

保育所（こども青少年） 245 3 ▲242

地域子育て支援拠点（〃） 134 3 ▲131

自転車駐車場（道路） 79 1 ▲78

合計 1,012 138 ▲874
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■青葉消防署奈良消防出張所整備事業          １３９百万円〔市債 138 一般 1〕 

 

奈良消防出張所については、横浜型消防力再編計画に基づき整備するもので、21 年度に実施

設計が終了し、23 年度からの整備着手を予定していたが、今回、青葉台消防出張所の減額補正

により生じた財源を活用し、同地区における早期の消防力強化を図るため、整備着手するため

に要する経費を補正。 

【事業概要】 

       １  施設概要 

        消防出張所、安全安心ステーション、消防団器具置場 
２ 事業費                 （単位：百万円） 

財源内訳  
事業費 

市債 一般財源 

合 計 ３３７ ３２０ １７

Ｈ２２ １３９ １３８ １ 

Ｈ２３ １９８ １８２ １６

         ※23 年度の整備費については、債務負担行為の補正を行う。 

       ３ しゅん工予定 

           平成 23 年 11 月 

 

 
■中央と畜場費会計繰出金                     ▲１百万円〔一般〕 

 

横浜市中央卸売市場食肉市場における小動物（豚）けい留所改修等工事については、22 年度

中の事業終了を予定していたが、国補助金（県経由）の内示時期が遅れ、実施期間が２か年と

なり、今年度分の認証額が減となったため、減額補正を実施。  

【事業概要】 

１ 工事内容 

    老朽化に伴う設備等の改修及び増築 

    ※小動物けい留能力の向上：現行 560 頭/日→改修後 720 頭/日 

      ２  事業費 （中央と畜場費会計） 

 

 

 

 

 

  

         ※23 年度に必要な整備費については、債務負担行為の補正を行う。 

      ３ しゅん工予定 

  平成 23 年９月 

 

 

※９月補正における一般財源について 

   一般財源 ５３１百万円 

一般会計の歳入歳出予算補正により、一般財源が５３１百万円必要となります。この財源につ

いては、前年度繰越金（２１年度決算剰余金：５８０百万円）の一部を活用します。  

（単位：百万円）

当初予算 執行見込額
差引

（減額補正額）

457 133 ▲324

県費 139 42 ▲97
市債 317 91 ▲226

一般会計繰入金 1 － ▲1

事業費

財
源
内
訳
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２．特別会計歳入歳出予算補正  
 

■中央と畜場費会計      ▲３２４百万円〔県費▲97 市債▲226 一般会計繰入金▲１〕 

 

横浜市中央卸売市場食肉市場での小動物（豚）けい留所改修等工事についての減額補正を実施。 

→詳細は、中央と畜場費会計繰出金（一般会計）の減額補正欄を参照。 

 

 

 

３．債務負担行為補正（予算外義務負担の追加）  
 

（１）一般会計 

＜予算外義務負担の追加 ５件＞ 

事  項 期  間 限度額 

ひとり親家庭等在宅就業支援事業委託契約の

締結に係る予算外義務負担 
平成 23 年度 120,000 千円

   ［設定理由］  

       参加者の募集及び能力開発、業務開拓などの取組について、22 年度から 23 年度にかけて

一体的に実施する必要があり、契約期間が２か年にわたるため、予算外義務負担を設定。 

      （※事業内容については、「1.一般会計歳入歳出予算補正（２）歳出補正」欄参照。）   

事  項 期  間 限度額 

都筑工場耐震補強工事請負契約の締結に係る

予算外義務負担 
平成 23 年度  1,100,000 千円

   ［設定理由］ 

       工期は 15 か月であり、契約期間が２か年にわたるため、予算外義務負担を設定。 

（※事業内容については、「1.一般会計歳入歳出予算補正（２）歳出補正」欄参照。）  

事  項 期  間 限度額 

東海道本線岩間川橋りょう及び金沢橋改築工

事施行協定の締結に係る予算外義務負担 

平成 23 年度から 

平成 26 年度まで 
  3,100,000 千円

      ［設定理由］ 

      地中障害物の撤去等に時間を要し、工事進ちょくに大幅な遅れが生じたため、鉄道事業

者との間で工期を 26 年度まで延伸する変更協定を締結する必要があるため、予算外義務負

担を設定。 

事  項 期  間 限度額 

青葉消防署青葉台消防出張所等用建物の取得

等に係る予算外義務負担 
平成 23 年度 940,000 千円

   ［設定理由］ 

       しゅん工及び本市による建物の取得が 23 年度となることから、建物の取得等に係る予算外

義務負担を設定。（※事業内容については、「1.一般会計歳入歳出予算補正（２）歳出補正」

欄参照。） 



 ７

 

事  項 期  間 限度額 

青葉消防署奈良消防出張所新築工事請負契約

の締結に係る予算外義務負担 
平成 23 年度 180,000 千円

   ［設定理由］ 

年度内の着工後、10 か月の工期を要し、契約期間が２か年にわたるため、予算外義務負

担を設定。（※事業内容については、「1.一般会計歳入歳出予算補正（２）歳出補正」欄参

照。） 

 

（２）特別会計 

＜予算外義務負担の追加 １件＞ 

事  項 期  間 限度額 

中央卸売市場食肉市場小動物（豚）けい留所改

修等工事請負契約の締結に係る予算外義務負

担 

平成 23 年度 330,000 千円

［設定理由］ 

        年度内着工後、11 か月の工期を要し、契約期間が２か年にわたるため、予算外義務負担

を設定。（※事業内容については、「1.一般会計歳入歳出予算補正（２）歳出補正」欄参照。） 

    

 

 

 

 

＜参考資料＞   

 

22 年度９月補正総括表≪歳入歳出補正≫ 



22年度9月補正総括表　《歳入歳出補正》

（単位：百万円）

局名 補正額 国費 県費 その他 市債
一般
財源

18 － 18 － － －

72 － 72 － － －

25 － 25 － － －

138 － － 138 － －

453 － － － － 453

11 1 － － 5 5

▲ 874 － － ▲ 3 ▲ 944 73

139 － － － 138 1

▲ 1 － － － － ▲ 1

#REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF!

（単位：百万円）

局名 補正額 国費 県費 その他 市債
一般会計
繰入金

▲ 324 － ▲ 97 － ▲ 226 ▲ 1

#REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF!

（単位：百万円）

補正額 国費 県費 その他 市債
一般
財源

#REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF!

※　単位未満で端数調整を行っている場合があります。

中央と畜場費会計の小動物（豚）けい留所改修等事
業の減額補正に伴う補正

小動物（豚）けい留所改修等事業
【中央と畜場費会計】

項目

事業名
【会計名称】

こども

こども

こども

資源 震災対策事業（都筑工場）
都筑工場において工場棟と煙突の耐震補強工事が必
要なため、耐震対策事業を実施

消防
こども
道路

青葉消防署青葉台消防出張所複合施設
整備事業
【※４施設（事業）の合計】

一般会計　合計

国庫補助金（県経由）の内示時期が遅れたことによ
り、実施期間が２か年となったことに伴う工事費の
減額補正

補正内容等

一般会計

健福

事業名 補正内容等

ひとり親家庭等を対象としたＩＴ関係の能力開発や
在宅就業等に向けた支援を実施

ひとり親家庭等在宅就業支援事業

子ども手当の支給要件に該当する父母等がいない児
童を対象に、入所施設に対して子ども手当相当額を
助成

（横浜市福祉推進事業）

施設入所児童等への特別支援事業

日本脳炎予防接種における３歳児への積極的勧奨お
よび第２期対象者への接種再開

若者サポートステーション機能強化事
業

職業訓練など就労支援のほか生活上の支援を必要と
する若者を対象に伴走的かつ継続的な支援を行う人
材を配置

油含有土の処分及び安全対策実施により、工期が延
長されたことに伴う建物取得費等の減額補正

経済

消防

中央と畜場費会計繰出金

横浜型消防力再編計画に基づき、奈良消防出張所を
整備

青葉消防署奈良消防出張所整備事業

特別会計

経済

全会計

特別会計　合計

全会計　総計

健福 個別予防接種事業

参考資料
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